










要約:

  母子保健・医療の臨床や行政施策の充実に貢献している心身障害研究の情報をより有効

に活用する方法として、その報告書のデータベース化の可能性と実用性について、既存資

料や関係者からの聞き取り調査データをもとに検討した。   その結果、1.報告書の配布

状況から、データベースとしては全文を入れたものが有効である  2.データベース作成に

あたっては、実施時期を基点に将来と過去との二方向別々に検討する  3.将来部分は全文

テキストのデータベースが理想である  4.過去の報告書はイメージデータ中心のデータベ

ースが適切である  5.データベース情報の配布方法としては CD-ROM が適当であることが

わかった。   イメージデータを利用したデータベースのサンプル版作成を試みた。


